
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小6 中学受験 理科 はってん こたえ 名前

中和の折れ線グラフ 月 日

1 こさのちがう液・中和点をこえたとき 発展

次の問いに答えなさい。

(1) 塩酸A液と水酸化ナトリウム水よう液B液は、A液 3mL と B液 5mL がちょうど中和しま

す。このとき、じょう発させると、食塩が 585mg のこります。水酸化ナトリウム水よう液

C液は、B液の2倍のこさです。

A液 12mL を、ちょうど中和するC液は、何mLですか。　答え 1 0 mL

このとき、じょう発させてのこる食塩は、何mgですか。　答え 2 3 4 0 mg

2 理由を書く 発展

次の問いに答えなさい。

(1) 塩酸A液と水酸化ナトリウム水よう液B液を合わせて 20mL にして混ぜ、じょう発させて

のこった固体の重さをはかりました。

B液の体積(mL) 15 16 17 20

のこった固体

(mg)
877.5 936 902 800

B液が 16mL をこえると、固体の重さがへっていきます。その理由を、30〜50字で書き

なさい。

中和点をこえると、A液がへって食塩の量がへり、

そのへる分が水酸化ナトリウムのふえる分より大きいから。

採点: 次の2つが書けていれば満点(1つで半分)

中和点をこえると、A液(塩酸)がへって、できる食塩がへる

へる食塩の重さのほうが、ふえる水酸化ナトリウムの重さより大きい

できた / 2問
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